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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

共
和
、民
主
の
内
な
る
戦
い
始
ま
る

「
大
統
領
令
戦
略
」描
く
ト
ラ
ン
プ
氏

ラ
イ
バ
ル
の
州
知
事
が
結
束
し
対
抗

　

米
国
政
治
は
、
連
邦
議
会
が
1
月
3
日
に
始
ま
り
、
1
月
20
日
に

は
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任
し
、
本
格
的
に
動
き
出
す
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
再
来
に
戦
々
恐
々
と
す
る
の
は
国
際
社
会
だ
け
で
な

く
国
内
も
同
じ
だ
。
与
党
の
共
和
党
内
で
は
、
上
院
ト
ッ
プ
の
院
内

総
務
に
「
非
ト
ラ
ン
プ
派
」
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
が
就
任
し
、
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
と
の
緊
張
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。
野
党
の
民
主
党
で
は
、

州
の
権
限
を
活
用
し
て
ト
ラ
ン
プ
氏
に
対
抗
す
る
州
知
事
の
動
き
が

活
発
化
し
、
2
0
2
8
年
大
統
領
選
を
に
ら
ん
で
早
く
も
ヒ
ー
ト

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

「
不
法
移
民
の
子
の
市
民
権
剝
奪
す
る
」

　

不
法
移
民
の
両
親
の
下
に
生
ま
れ
た
子
供
の
市
民
権
を
剝
奪
し
、

国
内
に
住
む
不
法
滞
在
者
を
国
外
追
放
に
す
る

─
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
昨
年
の
大
統
領
選
挙
中
、不
法
移
民
対
策
を
公
約
の
柱
に
据
え
た
。

自
ら
「
史
上
最
大
の
追
放
作
戦
」
と
銘
打
ち
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
不

法
移
民
対
策
に
不
満
を
持
つ
右
派
の
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
き

バイデン政権

定点
観測
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た
。
こ
の
方
針
を
ト
ラ
ン
プ
氏
は
就
任
初
日
に
大
統
領
令
に
よ
っ
て

明
確
に
す
る
意
向
を
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
批
判
が
集
中
し

て
い
る
。

　

出
生
地
が
米
国
で
あ
れ
ば
市
民
権
を
付
与
す
る
規
定
（
出
生
地
主

義
）は
合
衆
国
憲
法
修
正
第
14
条
の
冒
頭
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。「
合

衆
国
内
で
生
ま
れ
、
ま
た
は
合
衆
国
に
帰
化
し
、
か
つ
、
合
衆
国
の

管
轄
に
服
す
る
者
は
、
合
衆
国
の
市
民
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
居
住

す
る
州
の
市
民
で
あ
る
」
と
あ
る
。
だ
が
、
保
守
派
は
、
こ
の
規
定

が
不
法
移
民
を
招
く
「
温
床
」
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
市
民

権
を
取
得
し
よ
う
と
し
て
、
妊
娠
中
の
女
性
が
違
法
に
米
国
に
入
国

し
て
出
産
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
な
ど
の
事
例

を
挙
げ
る
。

　

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
米
国
定
住
の「
碇い
か
り」に
例
え
て「
ア
ン
カ
ー
・

ベ
ビ
ー
」
と
い
う
造
語
ま
で
生
ま
れ
る
ほ
ど
に
社
会
問
題
化
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
1
期
目
の
政
権
時
か
ら
、「
そ
う
や
っ
て
生
ま
れ
る

赤
ち
ゃ
ん
は
一
生
、
米
国
市
民
で
い
ら
れ
る
し
、
そ
れ
に
伴
う
福
利

厚
生
を
全
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
あ
り
、
や

め
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」と
訴
え
て
い
た
。
米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
移
行
チ
ー
ム
は
、
初
日
に
署
名
す
る
大
統
領
令
の
一

つ
に
含
め
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
う
で
あ
っ
て
も
、
憲
法
に
明
記
さ
れ
た
権
利
を
大
統
領
令
で
覆

す
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
憲
法
改
正
に
は
、
連
邦
議
会
の
上
下
両

院
の
そ
れ
ぞ
れ
3
分
の
2
の
賛
成
に
よ
る
修
正
の
発
議
と
全
米
の
4

米ニューヨーク証券取引所での取引開始セレモニーに出席したトランプ氏（右）と
イバンカ夫人＝2024年12月12日、トランプ氏のインスタグラムから
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分
の
3
の
州
議
会
の
承
認
が
必
要
で
、
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高
い
。

こ
の
た
め
、
憲
法
に
関
わ
る
解
釈
は
最
終
的
に
は
連
邦
最
高
裁
が
判

断
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
実
際
に
こ
の
政
策
を
大

統
領
令
で
実
施
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
訴
訟
が
起
き
、
連
邦
最
高
裁
が

判
断
す
る
ま
で
差
し
止
め
ら
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
、
と
い
う
の
が

大
方
の
見
方
だ
。

　

そ
も
そ
も
大
統
領
令
は
、
連
邦
議
会
の
承
認
を
迂
回
し
て
政
策
を

実
施
す
る
大
統
領
権
限
に
基
づ
く
が
、
法
的
安
定
性
を
損
ね
、
政
策

の
実
施
に
当
た
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
大
統
領
が
交
代
す
れ
ば
、
新
た
な
大
統
領
の
権
限
で
そ
れ
ま
で

の
効
力
を
無
効
化
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
新
た
な
会
期
は
、
上
下
両

院
と
も
共
和
党
が
多
数
派
で
、
政
策
を
実
行
し
や
す
い
政
治
状
況
に

は
あ
る
も
の
の
、
法
的
な
論
議
を
呼
ぶ
政
策
が
多
い
だ
け
に
、
ト
ラ

ン
プ
氏
は
議
会
を
ス
キ
ッ
プ
す
る
た
め
に
も
大
統
領
令
を
乱
発
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
後
、
1
期
4
年
で
政
権
を
去
っ
た
大
統
領
は
カ
ー
タ
ー
氏
（
民

主
）、
父
ブ
ッ
シ
ュ
氏
（
共
和
）、
ト
ラ
ン
プ
氏
（
共
和
）、
バ
イ
デ

ン
氏
（
民
主
）
の
4
人
で
、
暗
殺
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ
氏
（
民
主
）
は

2
年
10
カ
月
、
ニ
ク
ソ
ン
氏
の
辞
任
を
受
け
て
就
任
し
た
フ
ォ
ー
ド

氏
（
共
和
）
が
2
年
5
カ
月
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
署
名
し
た
大
統
領

令
は
カ
ー
タ
ー
氏
3
2
0
件
、
父
ブ
ッ
シ
ュ
氏
1
6
6
件
、
ト
ラ
ン

プ
氏
2
2
0
件
、
バ
イ
デ
ン
氏
1
4
3
件
（
12
月
18
日
現
在
）。
在

職
が
4
年
以
下
だ
っ
た
ケ
ネ
デ
ィ
氏
が
2
1
4
件
、
フ
ォ
ー
ド
氏
が

1
6
9
件
だ
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
突
出
し
て
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
年
、
2
期

8
年
務
め
た
大
統
領
は
、
レ
ー
ガ
ン
氏
（
共
和
）
3
8
1
件
、
ク
リ

ン
ト
ン
氏
（
民
主
）
3
6
4
件
、
子
ブ
ッ
シ
ュ
氏
（
共
和
）
2
9
1

件
、オ
バ
マ
氏
（
民
主
）
2
7
9
件
で
、年
間
平
均
で
み
る
と
、レ
ー

ガ
ン
氏
47
・
63
件
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
45
・
5
件
、
子
ブ
ッ
シ
ュ
氏

36
・
38
件
、
オ
バ
マ
氏
34
・
88
件
と
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
在
職
4

年
を
年
割
り
に
す
る
と
、
55
件
に
な
り
、
多
い
方
だ
と
言
え
る
だ
ろ

う
。憲

法
に
抵
触
す
る
恐
れ

　

議
会
の
承
認
を
不
要
と
す
る
大
統
領
令
は
、
し
ば
し
ば
法
律
の
壁

に
ぶ
ち
当
た
る
。
米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
の
報
道
に
よ
れ
ば
、

ト
ラ
ン
プ
次
期
政
権
は
多
く
の
政
策
が
訴
訟
に
直
面
す
る
こ
と
を
覚

悟
し
て
い
る
と
い
う
。法
廷
で
決
着
を
付
け
る
こ
と
を
基
本
に
置
き
、

「
訴
え
た
い
な
ら
訴
え
れ
ば
い
い
」
と
側
近
ら
は
述
べ
て
い
る
と
い

い
、「
そ
れ
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
計
画
の
一
部
だ
」と
指
摘
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
入
国
を
制
限
す
る
大
統
領
令
が
紆
余
曲
折
を
経
て

最
終
的
に
連
邦
最
高
裁
に
支
持
さ
れ
た
1
期
目
の
成
功
体
験
が
後
押

し
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

た
だ
し
、
仮
に
大
統
領
令
を
発
し
た
と
し
て
も
、
ど
こ
ま
で
実
行

で
き
る
か
は
、
ま
た
別
の
問
題
だ
。
現
在
、
国
内
に
は
1
0
0
0
万

人
を
超
え
る
不
法
滞
在
者
が
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
家
族
ま
で
含
め
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れ
ば
、
膨
大
な
数
だ
。
仮
に
国
外
追
放
さ
れ
た
ら
、
大
量
の
労
働
者

を
失
う
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
安
い
給
料
で
雇
わ
れ
て
い
る
農
業
従

事
者
が
一
斉
に
い
な
く
な
れ
ば
作
業
が
追
い
つ
か
ず
、
需
給
は
逼
迫

し
、
賃
金
も
高
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
フ
レ
が
再
燃
し
、
そ
の

ツ
ケ
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
回
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

昨
年
、米
タ
イ
ム
誌
か
ら
「
今
年
の
人
」
に
選
ば
れ
て
表
紙
を
飾
っ

た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
同
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
い
っ
た
ん
上
が
っ

た
物
価
を
下
げ
る
の
は
難
し
い
」
と
述
べ
、
物
価
抑
制
は
簡
単
で
は

な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
あ
れ
ほ
ど
「
バ
イ
デ
ン
政
権
の
失
政
だ
」

と
言
い
募
っ
た
わ
り
に
は
、
早
く
も
イ
ン
フ
レ
再
燃
を
予
測
し
た
予
防

線
を
張
っ
て
い
る
。
多
く
の
識
者
が
語
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
公

約
で
あ
る
高
関
税
政
策
、
大
型
減
税
、
不
法
移
民
の
排
除
を
一
斉
に

行
え
ば
、
物
価
が
上
昇
す
る
の
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

実
現
度
が
不
透
明
な
政
策
は
、
不
法
移
民
対
策
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
自
給
率
を
高
め
る
た
め

に
「
掘
っ
て
、
掘
っ
て
、
掘
り
ま
く
れ
」
と
主
張
し
て
き
た
。
財
務

長
官
に
指
名
し
た
投
資
家
で
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の
経
済
顧
問
を
務
め
る

ス
コ
ッ
ト
・
ベ
ッ
セ
ン
ト
氏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
量
を
大
幅
増
産
す

る
意
向
を
表
明
し
て
い
る
が
、
実
際
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
価
格
変
動

を
ど
う
見
積
も
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
て
い
な
い
。

徹
底
抗
戦
構
え
る
A
C
L
U

　

違
法
性
の
高
い
大
統
領
令
に
対
し
て
徹
底
抗
戦
を
構
え
る
グ
ル
ー

トランプ次期大統領が「公約」した主な政策

社
　
会

不法移民 ▽不法滞在者の国外追放
▽不法移民の子の出生市民権の廃止

人工妊娠中絶 ▽中絶の容認・禁止は州の判断に委ねる

教育 ▽教育省の廃止
▽女子スポーツ競技へのトランスジェンダー参加禁止

経
　
済

貿易
▽�中国からの輸入品に10％の追加関税。対中関税を60％以上に引
き上げ
▽すべての輸入品に10％の追加関税

財政・税制
▽富裕層に恩恵のある「トランプ減税」の恒久化
▽法人税の引き下げ
▽サービス業従業員のチップ・残業代を非課税

環境・エネルギー
▽パリ協定離脱
▽石油・天然ガス生産の規制撤廃・大量増産
▽再生可能エネルギー・電気自動車支援見直し

外
交
・
安
全
保
障

ウクライナ、ガザ ▽ウクライナ支援の停止。早期停戦の呼び掛け
▽イスラエル・ガザ戦闘の早期終結。イスラエル支援は変わらず

中国 ▽軍事力の強化で抑止。核戦力の増強
▽中台問題での軍事介入に否定的

同盟国 ▽NATO離脱に含み
▽同盟国に応分の負担と自助努力を促す
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プ
も
あ
る
。
人
権
派
弁
護
士
な
ど
で
構
成
す
る
米
非
政
府
組
織

（
N
G
O
）「
ア
メ
リ
カ
自
由
人
権
協
会
（
A
C
L
U
）」
は
、
1
期

目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
、
4
0
0
件
を
超
え
る
訴
訟
を
起
こ
し
て

戦
っ
た
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
D
・
ロ
メ
ロ
事
務
局
長
は
「
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
政
策
は
自
由
主
義
に
反
し
、
反
米
的
だ
。
2
期
目
の
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
1
期
目
よ
り
も
攻
撃
的
に
な
る
だ
ろ
う
。
我
々
の
準
備
は

整
っ
て
い
る
」
と
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
述
べ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
ト
ラ
ン
プ
次
期
政
権
の
違
法
な
移
民
の
大
量
強

制
送
還
計
画
を
阻
止
す
る
②
ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
の
政
策
に
反
対

す
る
内
部
告
発
者
を
法
的
に
保
護
す
る
③
性
的
少
数
派
（
L
G
B
T

な
ど
）
を
差
別
か
ら
守
り
、
差
別
を
容
認
す
る
政
策
を
無
効
に
す
る

④
「
出
産
し
な
い
自
由
」
へ
の
攻
撃
に
対
抗
し
、
全
米
で
人
工
妊
娠

中
絶
を
禁
止
す
る
よ
う
な
試
み
を
阻
止
す
る

─
な
ど
が
含
ま
れ
る

と
い
う
。
ロ
メ
ロ
事
務
局
長
は
連
邦
や
州
の
議
員
と
連
携
し
、「
自

由
の
た
め
の
防
火
壁
を
構
築
し
、
政
府
の
不
正
か
ら
人
々
を
守
る
法

律
を
制
定
す
る
」
と
強
調
し
た
。

　

た
と
え
大
統
領
の
一
存
で
政
策
の
履
行
を
決
定
し
て
も
、
裏
付
け

と
な
る
予
算
が
伴
わ
な
い
限
り
、
実
行
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
状

況
で
重
要
に
な
る
の
が
、
議
会
で
あ
る
。
下
院
は
、
マ
イ
ク
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
議
長
は
じ
め
「
ト
ラ
ン
プ
派
」
は
多
く
存
在
す
る
が
、
共
和

党
は
過
半
数
（
2
1
8
）
を
わ
ず
か
に
2
議
席
上
回
る
だ
け
で
、
安

定
し
て
い
な
い
。
上
院
の
共
和
党
も
過
半
数
（
51
）
を
2
議
席
多
い

53
議
席
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
意
の
ま
ま
に
議
会
を
操
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
が
現
状
だ
。

共
和
党
議
会
と
の
摩
擦
も

　
「
私
は
共
和
党
議
員
団
全
体
に
奉
仕
す
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と

を
約
束
す
る
」。
2
0
2
4
年
11
月
13
日
に
行
わ
れ
た
共
和
党
上
院

指
導
部
を
決
め
る
投
票
で
院
内
総
務
に
選
出
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ス
ー

ン
議
員
（
63
）
は
記
者
会
見
で
こ
う
強
調
し
た
。
投
票
は
、
同
じ
く

「
非
ト
ラ
ン
プ
派
」
の
ジ
ョ
ン
・
コ
ー
ニ
ン
議
員
、「
ト
ラ
ン
プ
派
」

の
リ
ッ
ク
・
ス
コ
ッ
ト
議
員
の
3
氏
で
争
わ
れ
、
決
選
投
票
に
進
ん

だ
ス
ー
ン
氏
と
コ
ー
ニ
ン
氏
の
一
騎
打
ち
の
末
、
ス
ー
ン
氏
が
選
ば

れ
た
。

　

ス
ー
ン
氏
は
、
2
0
2
0
年
大
統
領
選
後
に
選
挙
結
果
を
覆
そ
う

と
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
言
動
を
批
判
し
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
ト

ラ
ン
プ
氏
が
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
関
連

法
に
賛
成
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
同
調
し
て
孤
立
主
義
的
な
立
場
を
と

る
「
M
A
G
A
（
マ
ガ
、M

A
K
E A
M
ERICA

 GREA
T

 A
GA
IN

の
略
）」
派
議
員
と
は
一
線
を
画
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
3
氏
の

中
で
は
最
も
ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
確
執
が
深
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

院
内
総
務
選
挙
は
、
こ
れ
ま
で
17
年
に
わ
た
っ
て
共
和
党
院
内
総

務
を
務
め
た
ミ
ッ
チ
・
マ
コ
ネ
ル
議
員
の
退
任
に
伴
う
も
の
だ
が
、

マ
コ
ネ
ル
氏
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
一
貫
し
て
支
持
し
、
と
き
に
ト

ラ
ン
プ
氏
と
対
立
し
な
が
ら
も
共
和
党
本
流
の
立
場
を
貫
い
て
き

た
。
共
和
党
上
院
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
近
い
ス
コ
ッ
ト
氏
を
選
ば
な
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か
っ
た
こ
と
は
、
今
後
も
マ
コ
ネ
ル
路
線
を
引
き
継
ぐ
意
思
表
示
と

み
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
議
会
運
営
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
も
、

ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
関
係
修
復
は
不
可
欠
だ
ろ
う
。

　

そ
の
試
金
石
と
な
る
の
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
指
名
し
た
閣
僚
・
高

官
ら
の
承
認
審
議
だ
。
上
院
は
い
わ
ゆ
る
「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ア
ポ

イ
ン
テ
ィ
ー
（
政
治
任
用
）」
の
人
事
に
つ
い
て
承
認
権
を
持
つ
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
上
院
の
承
認
審
議
を
省
略
し
て
任
命
で
き
る
憲
法
の

規
定
（
休
会
中
任
命
）
を
発
動
す
る
よ
う
上
院
指
導
部
に
求
め
て
い

る
。
承
認
に
緊
急
を
要
す
る
閣
僚
に
加
え
、
承
認
を
優
先
し
た
い
政

府
高
官
や
大
使
ら
を
含
め
る
と
、
対
象
は
数
十
人
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら

を
一
括
し
て
「
例
外
」
に
す
れ
ば
、
人
事
の
正
当
性
が
揺
ら
ぎ
か
ね

な
い
。

「
休
会
中
任
命
」
焦
点
に

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
指
名
し
た
候
補
の
中
に
は
、
共
和
党
内
か
ら
も
批

判
の
的
と
な
っ
て
い
る
人
物
も
い
る
。
国
防
長
官
に
指
名
し
た
保
守

系
F
O
X
テ
レ
ビ
司
会
者
の
ピ
ー
ト
・
ヘ
グ
セ
ス
氏
は
飲
酒
癖
な
ど

の
問
題
が
明
る
み
に
な
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
交
代
を
検
討
し
て
い
る

と
の
報
道
も
あ
っ
た
。
保
健
福
祉
長
官
に
指
名
さ
れ
た
弁
護
士
の
ロ

バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
反
ワ
ク
チ
ン
運
動
を
主
導
し
、

連
邦
捜
査
局
（
F
B
I
）
長
官
に
は
F
B
I
に
批
判
的
な
カ
ッ
シ
ュ
・

パ
テ
ル
元
国
家
安
全
保
障
会
議
（
N
S
C
）
テ
ロ
対
策
上
級
部
長
を

起
用
し
、
物
議
を
醸
し
て
い
る
。

　

ス
ー
ン
氏
は
記
者
会
見
で
「
通
常
通
り
、
管
轄
す
る
委
員
会
が
公

聴
会
を
開
い
て
承
認
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
民
主
党

の
協
力
が
必
要
だ
。
迅
速
に
決
定
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢

を
検
討
す
る
」
と
述
べ
た
。
原
則
的
に
は
、
公
聴
会
を
経
て
委
員
会

が
承
認
し
、
本
会
議
に
上
程
す
る
段
取
り
を
考
え
て
い
る
も
の
の
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
要
請
を
拒
否
は
し
て
い
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
異
を

唱
え
る
議
員
に
は
2
0
2
6
年
の
中
間
選
挙
の
共
和
党
予
備
選
で

「
刺
客
」
を
立
て
る
と
脅
し
を
か
け
て
お
り
、
こ
れ
を
警
戒
し
て
い

る
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
上
院
で
は
議
案
に
関
す
る
討
論
を
打
ち
切
り
、
採
決
に
持

ち
込
む
に
は
、全
体
（
1
0
0
議
席
）
の
う
ち
の
5
分
の
3
（
60
票
）

の
賛
成
が
必
要
だ
。
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
議
事
妨
害
行
為

を
阻
止
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
だ
が
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
ト
ラ
ン

プ
氏
が
「
60
票
」
原
則
を
狙
い
撃
ち
に
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
ス
ー

ン
氏
は
「
60
票
」
原
則
を
破
棄
し
た
り
、
修
正
し
た
り
す
る
考
え
は

な
い
と
表
明
し
て
お
り
、
今
後
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
対
立
の
種
に
な

る
お
そ
れ
も
あ
る
。

党
内
抗
争
の
傷
癒
え
ぬ
民
主

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
強
権
的
な
姿
勢
を
示
す
の
は
、
対
抗
す
る
野
党
・

民
主
党
の
弱
体
化
も
、
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
昨
年
の
大
統
領
選

で
民
主
党
の
有
力
者
た
ち
は
、
再
選
に
意
欲
を
示
し
て
い
た
バ
イ
デ

ン
大
統
領
を
引
き
ず
り
下
ろ
し
、
女
性
で
非
白
人
の
ハ
リ
ス
副
大
統
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領
を
担
ぎ
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
惨
敗
を
喫
し
た
こ
と
で
無
力

感
に
包
ま
れ
て
い
る
。
予
備
選
を
終
え
、
バ
イ
デ
ン
氏
の
大
統
領
候

補
指
名
が
確
実
視
さ
れ
る
中
で
の
「
ク
ー
デ
タ
ー
」
と
も
言
わ
れ
た

党
内
抗
争
の
傷
を
癒
や
す
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
敗
北
直
後
に
は
、

責
任
の
な
す
り
つ
け
合
い
も
起
き
た
。

　

昨
年
の
6
月
の
候
補
者
討
論
会
で
の
失
態
を
機
に
始
ま
っ
た
「
バ

イ
デ
ン
降
ろ
し
」
で
、
当
初
は
大
統
領
を
擁
護
し
て
い
た
民
主
党
の

ペ
ロ
シ
元
下
院
議
長
は
、
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
「
大

統
領
が
も
っ
と
早
く
撤
退
し
て
い
れ
ば
、
状
況
は
変
わ
っ
て
い
た
だ

ろ
う
。
他
の
候
補
者
が
出
馬
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
も
、

撤
退
後
す
ぐ
に
大
統
領
が
後
継
に
ハ
リ
ス
氏
を
指
名
し
た
た
め
、
他

の
候
補
者
が
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
、
バ
イ
デ
ン

氏
へ
の
恨
み
節
を
吐
い
た
。

　

一
方
、
民
主
党
系
無
所
属
の
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員

は
「
ハ
リ
ス
氏
の
敗
北
は
、
民
主
党
が
経
済
問
題
よ
り
も
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
政
治
に
重
点
を
置
き
す
ぎ
た
こ
と
が
一
因
だ
。
労
働

者
の
支
持
離
れ
が
起
き
、
最
初
は
白
人
、
さ
ら
に
（
支
持
基
盤
の
）

ラ
テ
ン
系
や
黒
人
も
離
れ
た
」
と
自
省
を
促
し
た
。
民
主
主
義
の
重

要
性
や
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
擁
護
な
ど
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
、

「
反
ト
ラ
ン
プ
」
に
重
点
を
置
く
あ
ま
り
、
暮
ら
し
の
問
題
が
か
す

ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
指
摘
だ
。

　

選
挙
戦
で
は
、
バ
イ
デ
ン
・
ハ
リ
ス
正
副
大
統
領
を
「
史
上
最
悪

の
政
権
」
と
批
判
す
る
「
M
A
G
A
」
の
右
派
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
対

抗
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
中
東
問
題
を
巡
る
バ
イ
デ
ン
氏
の
「
親

イ
ス
ラ
エ
ル
」
の
ス
タ
ン
ス
を
ハ
リ
ス
氏
は
修
正
で
き
ず
に
激
戦
州

で
多
く
の
「
ア
ラ
ブ
票
」
を
失
う
代
償
を
被
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
参
加

な
ど
で
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
擁
護
す
る
姿
勢
は
「
行
き
過
ぎ
た

リ
ベ
ラ
ル
」
の
印
象
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
カ
ー
タ
ー
、
モ
ン
デ
ー

ル
、
デ
ュ
カ
キ
ス
と
3
回
連
続
で
大
敗
北
を
喫
し
た
1
9
7
0
年
代

以
来
、
最
悪
の
事
態
に
民
主
党
は
陥
っ
て
い
る
。

際
立
つ
州
知
事
の
存
在
感

　

党
中
央
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
一
方
、
今
回
の
大
統
領
選
敗

北
劇
に
は
直
接
関
わ
ら
ず
、
中
央
政
界
と
一
線
を
画
し
て
き
た
有
力

州
知
事
が
民
主
党
の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

中
西
部
ミ
シ
ガ
ン
州
の
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ー
知
事（
53
）、

北
東
部
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
ジ
ョ
シ
ュ
・
シ
ャ
ピ
ロ
知
事
（
51
）、

西
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ギ
ャ
ビ
ン
・
ニ
ュ
ー
サ
ム
知
事
（
57
）、

中
西
部
イ
リ
ノ
イ
州
の
J
・
B
・
プ
リ
ツ
カ
ー
知
事
（
59
）、
西
部

コ
ロ
ラ
ド
州
の
ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
ポ
リ
ス
知
事
（
49
）
ら
が
、
そ
の
代

表
格
だ
。

　

大
統
領
選
の
民
主
党
候
補
は
近
年
、
オ
バ
マ
氏
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク

リ
ン
ト
ン
氏
、バ
イ
デ
ン
氏
、ハ
リ
ス
氏
ら
上
院
議
員
出
身
が
多
か
っ

た
。
だ
が
、
定
数
1
0
0
の
う
ち
45
議
席
し
か
な
い
現
在
の
民
主
党

上
院
に
存
在
感
は
な
く
、
2
0
2
8
年
大
統
領
選
に
向
け
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
州
知
事
の
存
在
感
が
増
す
と
み
ら
れ
て
い
る
。
州
知
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事
出
身
に
は
カ
ー
タ
ー
氏
（
南
部
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
知
事
）
や
ビ
ル
・

ク
リ
ン
ト
ン
氏
（
南
部
・
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
知
事
）
ら
が
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
サ
ム
知
事
と
プ
リ
ツ
カ
ー
知
事
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
再
来

に
備
え
て
対
抗
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。大
統
領
選
直
後
、ニ
ュ
ー

サ
ム
知
事
は
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
に
対
抗
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
価
値
観
と
基
本
的
権
利
を
守
る
」
と
表
明
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
議
会
に
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
促
し
た
。
独
自
の
環
境
対
策
や

移
民
保
護
政
策
な
ど
が
柱
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
発
し
た

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ム
知
事
を
「
ニ
ュ
ー
・
ス
カ
ム
（
新
し

い
ク
ズ
）」
と
呼
ん
で
敵
対
心
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

　

一
方
、
プ
リ
ツ
カ
ー
知
事
も
大
統
領
選
直
後
、
ポ
リ
ス
知
事
と
と

も
に
「
民
主
主
義
を
守
る
知
事
た
ち
」
と
題
す
る
新
た
な
取
り
組
み

を
発
表
し
た
。N
B
C
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、資
産
家
の
プ
リ
ツ
カ
ー

氏
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
民
主
党
の
再
建
や
、
中
絶
の
権
利
を
支
持
す
る

運
動
に
数
百
万
ド
ル
を
投
じ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
プ
リ
ツ
カ
ー
氏
は

法
律
専
門
家
な
ど
を
結
集
し
、
州
政
府
が
ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
の

過
激
な
政
策
に
対
抗
で
き
る
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
考

え
だ
と
い
う
。

結
集
軸
は
「
自
由
と
民
主
主
義
」

　

民
主
党
知
事
の
動
き
は
、さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。北
東
部
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
知
事
（
66
）
は
「
エ
ン
パ
イ
ア
・

ス
テ
ー
ト
・
フ
リ
ー
ダ
ム
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
と
名
付
け
た
取
り
組

2028年大統領選への出馬が有力視される民主党の州知事たち

ニューサム・
カリフォルニア州知事 ポリス・

コロラド州知事
プリツカー・
イリノイ州知事

ホイットマー・
ミシガン州知事

シャピロ・
ペンシルベニア州知事
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み
を
発
表
し
た
。「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
の
自
由
を
脅
威

か
ら
守
る
た
め
に
準
備
す

る
」
と
述
べ
、
人
工
妊
娠

中
絶
、
移
民
、
公
民
権
、

銃
規
制
、
気
候
変
動
、
環

境
な
ど
に
対
す
る
連
邦
政

府
の
法
的
「
脅
威
」
に
対

処
す
る
と
強
調
し
て
い

る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
政
策

の
「
脆
弱
性
」
を
見
極
め
、

対
抗
す
る
州
法
や
条
例
、

予
算
な
ど
を
検
討
す
る
と

い
う
。

　

ま
た
、
北
東
部
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
マ
ウ

ラ
・
ヒ
ー
リ
ー
知
事
（
53
）

は
「
民
主
主
義
と
法
の
支

配
を
守
る
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
使
う
」
と
述
べ

て
い
る
。ヒ
ー
リ
ー
氏
は
、

1
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権

時
に
同
州
司
法
長
官
と
し

て
政
権
の
移
民
政
策
に
異
議
を
唱
え
た
と
い
う
。
今
回
も
州
法
な
ど

の
規
定
を
駆
使
し
て
対
抗
す
る
と
し
、
と
く
に
、
不
法
移
民
の
大
量

強
制
送
還
を
実
施
す
る
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
氏
の
計
画
に
対
し
て
は
、

州
警
察
が
そ
う
し
た
計
画
に
協
力
す
る
こ
と
を
「
絶
対
に
許
可
し
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

民
主
党
の
基
盤
で
あ
る
「
ブ
ル
ー
ウ
ォ
ー
ル
」
の
一
角
が
ミ
シ
ガ

ン
州
と
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
だ
。
先
の
大
統
領
選
で
は
と
も
に
激
戦

州
と
な
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
敗
れ
た
。
だ
が
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ー
知
事

と
シ
ャ
ピ
ロ
知
事
の
存
在
感
は
薄
れ
て
い
な
い
。
ホ
イ
ッ
ト
マ
ー
知

事
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
経
済
活
動
を
制
限
し
、

こ
れ
に
反
発
し
た
1
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ず
っ
と
目
の
敵
に

し
て
い
る
存
在
だ
。
ま
た
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
経
済
を
復
興
さ

せ
た
シ
ャ
ピ
ロ
知
事
の
手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ
、
民
主
党
の
副
大
統

領
候
補
に
も
名
が
挙
が
っ
た
。

「
勝
て
る
候
補
」、
絶
対
条
件
に

　

2
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、「
共
和
党
中
央
V
S
民
主
党
地
方
」

の
構
図
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
民
主
党
が

団
結
を
強
め
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
ト
ラ

ン
プ
氏
の
強
権
に
対
す
る
「
防
戦
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
拭
え
な
い
。
ト

ラ
ン
プ
氏
の
任
期
は
4
年
に
限
ら
れ
る
。
重
要
な
の
は
、「
ト
ラ
ン

プ
後
」
の
米
国
を
ど
う
描
き
、
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
だ
。

2
0
2
6
年
の
中
間
選
挙
で
、
上
下
両
院
で
多
数
派
を
奪
還
で
き
る

及川　正也（おいかわ・まさや）氏
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し、東西冷戦後の日本の外交・安全保障政策を取材した。05
年ワシントン特派員。アフガニスタン・イラク戦争やオバマ氏
が勝利した08年大統領選を取材。政治部、経済部、外信部各
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員。「琉球の星条旗」（講談社）の執筆と編集にあたった。
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か
ど
う
か
が
試
金
石
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

2
0
1
6
年
大
統
領
選
で
民
主
党
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
陣

営
の
選
挙
対
策
本
部
長
を
務
め
た
ロ
ビ
ー
・
ム
ッ
ク
氏
は
2
0
2
8

年
大
統
領
選
に
つ
い
て
、
米
メ
デ
ィ
ア
に
「
民
主
党
は
何
よ
り
も
勝

者
を
選
び
た
い
だ
ろ
う
。
カ
リ
ス
マ
性
、
影
響
力
、
信
頼
性
を
優
先

す
る
だ
ろ
う
」
と
語
り
、「
勝
て
る
候
補
」
が
何
よ
り
の
基
準
に
な

る
と
強
調
し
た
。
民
主
党
に
と
っ
て
は
、団
結
を
強
め
る
と
同
時
に
、

党
内
の
ラ
イ
バ
ル
同
士
の
争
い
も
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
る
2
0
2
5
年

と
な
る
。


